
テーマ ・ 複合型

宮崎国際大学

ディプロマポリシー（ ）達成進捗度の測定

－学生の 自己評価システムの構築－

宮崎国際大学

国際教養学部 学部長 アンデルソン・パッソス

１ はじめに

ディプロマ・ポリシー（卒業認定・学位授与の方針：DP）の達成の進捗度を把握することは、

学修成果の可視化において重要である。そこで、本講演会では、DP評価システムの構築について

報告する。 

 

２ ディプロマ・ポリシー の達成度評価

本学国際教養学部は、高度な思考力（DP1）、国際的な視野（DP2）、英語力（DP3）、日本語

表現力（DP4）情報通信技術（DP5）の5つのDPを掲げ、DPの達成度を測定するために40の評価項 
目（DPルーブリック）を策定している。本学

のDP評価は、1) 学生が定期的（年1回）にイ

ンターネットを通じて40項目のDPルーブリッ

クを自己評価する。2) 各DPルーブリックに割

り付けられた授業科目（カリキュラム・マッ

プ）の成績を40項目のDPルーブリック毎に集

計して、成績の達成度を客観評価する。3) さ
らに、学生は評価結果を見て、DPの達成の進

捗度を把握することで行っている。図1には

DP3英語力について学生の自己評価と成績を

表したレーダーチャートを示す。レーザーチ

ャートでは、各学年の評点が重ならないよう

にするために、各学年の評点に0～3点の加点

をして、学生の自己評価は線で、成績は面で

表した。このシステムによって、PDCAのCheck
にあたる自己評価・客観評価を構築すること

ができた。 
AP事業によって、シラバス（Plan）→授業（Do）

→自己評価・客観評価（Check）→授業内容は

手法の改訂・シラバスへの反映（Action）のPDCA
教育改善システムを完成することができた。 

 

図１．学生の自己評価と成績でDPルーブリックを

評価した結果：2年生の英語力（DP3）の例 

 

内部質保証システム確立のための外部アセスメントについて 
 

 

株式会社リアセック 

 

１ はじめに 

経済産業省は，2006年より産業人材施策の１つとして「前に踏み出す力」「考え抜く力」「チーム

で働く力」の3つの能力から成る「社会人基礎力」を提唱し，「基礎学力」「専門知識」に加え，「職

場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくために必要な基礎的な力」を意識的に育成していくこ

との重要性を強調している。また，文部科学省は，2007年に分野横断的にわが国の学士課程教育が共

通して目指す「学修成果」についての参考指針として「学士力」を提唱し，翌年の「学士課程教育の

構築に向けて」において，「知識・理解」「汎用的技能」「態度・志向性」「総合的な学習経験と創

造的思考力」という4つの柱の下にそれを具体化するとともに，「グローバル化する知識基盤社会に

おいて，学士レベルの資質能力を備える人材養成」が重要な課題であるとしている。 

また、第三期の認証評価では「教学マネジメントの確立」、「教育の質保証」が重視されている。

「教学マネジメントの確立」にあたっては、学修成果に関する情報を的確に把握・測定し、教育活動

の見直しに活用することが求められている。（平成30年11月26日 中教審答申 「2040年に向けた高

等教育のグランドデザイン」） 

 

２ 外部アセスメントの広がり 

 学修成果の可視化を進めていく中、専門性や語学力等は検証のイメージがつくが、汎用的能力（い

わゆるコミュニケーション力や課題解決力等）の検証をどうするかが大学共通の悩みである。その

検証する上で欠如している部分に対して、外部アセスメントを自学のＰＤＣＡサイクルに資する形

でうまく導入するケースが増えている。理由としては、「客観的指標の必要性の認識の高まり」、

「運営の手間を軽減し、学生の多面的な能力を把握できる」、「他大学との比較を通じて自学の強み

や課題が見える点」が背景になっていると推測できる。 

また、調査目的だけに限らず、「学生の自己理解を通じた、主体的な学びの支援」などの学生支援

への期待も高まっている。 

【（参考）多くの大学での外部アセスメントの検討点と、活用への期待】 

【１】ＡＰ、ＤＰの検証に活用するため、多様な領域を網羅的に測定できること 

【２】自己評価ではなく、客観的測定が可能であること 

【３】テストとしての信頼性・妥当性が検証されていること 

【４】他大学との比較や成長分析、学部学科間での比較・特徴把握が可能であること 

【５】学生が自己の能力を把握し、学生の成長・主体的な学びを促すことにつながること 

 

３ 主な外部アセスメント 

 今回、企業ＷＳでは、全国で約３００弱の大学で導入されているジェネリックスキル測定ＰＲＯＧ

（河合塾/リアセック共同開発）を用いて、大学ではどのように学修成果の可視化や、今後の改善に

活かしているかの事例を紹介する。 
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